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「
楽
し
い
婦
人
会
活
動
」
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宇
多
津
町
婦
人
会
員
の
総
数
は
現
在
５
６
３
人
で
す
。
各
町
内
32
地

区
か
ら
代
表
の
支
部
長
が
集
ま
り
、
毎
月
第
２
月
曜
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室
で
定
例
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
活
動
の

原
点
は
、
こ
の
会
合
に
あ
り
ま
す
。

　
５
月
に
は
「
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
」
を
作
り
、
各
家
庭
へ
毎
年
配
布
し
て

大
変
喜
ば
れ
、
家
の
中
か
ら
ゴ
キ
ブ
リ
が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
声
も

聞
き
ま
す
。
ま
た
年
３
回
、
支
部
長
全
員
で
、
中
央
公
園
や
臨
海
公
園

　
11
月
は
国
民
の
祝
日
が
２
日
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
３
日
の
文
化
の

日
で
す
。
こ
の
日
は
も
と
も
と

１
９
４
６
年
に
日
本
国
憲
法
が
公

布
さ
れ
た
日
で
、
そ
の
憲
法
が
平

和
と
文
化
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

か
ら
文
化
の
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
は
23
日
の
勤
労
感
謝
の
日
で
、

働
い
て
い
る
全
て
の
人
に
感
謝
を

す
る
日
で
す
。
普
段
、
衣
食
住
や

何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る
生
活
の

中
で
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
守
り

支
え
て
く
れ
て
い
る
多
く
の
ヒ
ー

ロ
ー
が
い
る
こ
と
を
、
少
し
で
も

思
い
出
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。
身
近
な
人
に
感
謝
の
気

持
ち
を
言
葉
や
手
紙
で
伝
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
黒 

一
也
）

香川県宇多津町

　
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
と
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
や
ト
ー

ン
チ
ャ
イ
ム
と
い
う
楽
器
を

使
っ
て
演
奏
す
る
活
動
を
始

め
て
27
年
に
な
り
ま
し
た
。

清掃活動のようす

真剣に練習する子どもたち

敬老会で出迎える
婦人会員

キ
ラ
キ
ラ
・
Ｈ 

a 

p 

p 

y 

・
ベ
ル

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ま
の
声

キラキラ・Happy・ベル指導
國友　浩子さん

町政を問う（一般質問）
「 祝  全国大会出場」

元気ななかま「宇多津町婦人会」
みなさまの声 「キラキラ・Happy・ベル」

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

16

16

15
6

太鼓台がやって来た！
（中央保育所・宇多津小・宇多津北小）
太鼓台がやって来た！
（中央保育所・宇多津小・宇多津北小）

の
清
掃
作
業
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
地
域
交
流
に
お
い
て
は
、
「
歩
天
」
で

う
ど
ん
や
寿
司
を
販
売
し
「
お
い
し
い
、

う
ま
い
」
と
喜
ば
れ
、
皆
様
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
の
「
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
」
の
行

事
で
は
、
西
光
寺
で
「
ひ
な
茶
会
」
を
開

催
し
、
地
域
交
流
と
し
て
香
川
短
期
大
学

の
学
生
さ
ん
10
名
に
お
抹
茶
の
お
接
待
や

お
手
前
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
茶
席
は
華
や
か
な
雰
囲
気
で
お
客
様
か

ら
も
好
評
で
す
。

　
さ
ら
に
、
毎
年
９
月
に
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う

た
づ
で
町
主
催
の
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
年
も
婦
人
会
員
が
協
力
と
と
も

に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
員
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
若
い
方
の
ご
入
会
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
祭
り
や
福
祉
施
設
、
老
人
施
設
の
慰
問
、
い
ろ
い

ろ
な
会
や
各
種
記
念
行
事
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、

ク
リ
ス
マ
ス
行
事
の
点
灯
式
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
、
場
面
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
演
奏
し
て
き
ま
し
た
。

町
内
だ
け
で
な
く
、
町
外
の
祭
典
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
協
力
や
応
援
の
お
か
げ
で
、
毎

年
目
標
を
持
っ
て
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
が
参
加
す
る
の
で
、
毎
年
メ
ン

バ
ー
が
変
わ
り
ま
す
。
演
奏
技
術
の
向
上
も
大
切
で
す
が
、

異
学
年
の
友
だ
ち
同
士
で
思
い
や
る
心
が
育
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
、
自
分
で

考
え
、
努
力
し
、
行
動

す
る
こ
と
で
、
自
信
を

持
っ
て
笑
顔
で
演
奏
出

来
て
い
ま
す
。
癒
さ
れ

る
音
色
に
耳
を
傾
け
て
、

暖
か
い
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件

平成27年度一般会計歳入歳出決算を継続審査とする

平成27年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成27年度介護保険特別会計歳入歳出決算

平成27年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

平成27年度下水道事業特別会計歳入歳出決算

平成27年度はなの森墓地公苑整備事業特別会計歳入歳出決算

平成27年度水道事業会計決算を継続審査とする

平成27年度水道事業剰余金の処分

平成28年度一般会計補正予算

都市公園条例の一部を改正する条例

ネットワーク分離のためのパソコン購入

教育委員会教育長の任命

教育委員会委員の任命

幼稚園・保育所借地料の減免
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◯
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認

　
　定

議

　
　案

同
意

請
願

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

　
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
開
催
し
、 

議
案
４
件
、
認
定
７
件
、
同
意

２
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
、
認
定
お
よ
び
同
意
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
決

算
認
定
を
継
続
審
査
と
し
、
請
願
は
否
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
９
月
２
日
、
５
日
に
行
わ
れ
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
　
第
３
回
定
例
会

（
２
億
６
０
３
８
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

お
も
な
内
容

平
成
28
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

宇
多
津
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館
管
理
費  

（
３
１
３
万
円
）

    

ト
イ
レ
・
排
水
設
備
の
修
繕
、
エ
ア
コ
ン
の
取
替
え
、

    

消
火
器
・
パ
イ
プ
椅
子
の
購
入
な
ど

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
２
１
６
万
円
）

・
倉
の
前
「
陽
だ
ま
り
」
（
旧
さ
く
ら
茶
屋
）
維

　
持
管
理
費

                                    

（
１
３
７
万
円
）

・
私
立
保
育
所
費                

（
４
２
０
万
円
）

    

私
立
保
育
所
４
園
に
対
し
て
、
入
退
出
シ
ス
テ
ム
・

    

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

・
農
地
管
理
費
（
１
３
０
万
円
）

   

大
隈
地
区
水
路
工
事

・
単
独
新
設
改
良
事
業
費
（
６
５
０
万
円
）

   

山
下
中
村
線
の
道
路
改
良
工
事
（
ラ
モ
ナ
ー
南
側
の

   

か
さ
上
げ
）

同
意
　
　
教
育
長
の
任
命

《
お
も
な
反
対
討
論
》

　
・
教
育
改
革
に
よ
り
、
今
回
か
ら
町
長
が
指
名
を
す
る
。
こ
の
４
年
間
、
教
育

  

　 

に
対
し
て
前
進
す
る
よ
う
な
施
策
や
予
算
確
保
、
新
し
い
事
業
が
目
に
見
え

  

　 

て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
先
ま
た
勉
強
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
う
時
間
は
な
い
。

  

　 

適
正
な
人
材
を
お
願
い
し
た
い
。

　
・
今
、
多
様
な
問
題
を
抱
え
る
教
育
現
場
に
は
、
教
育
界
や
学
校
に
明
る
い
人

  

　 

こ
そ
が
望
ま
し
い
。

　
・
保
護
者
・
P
T
A
の
声
を
聞
い
て
、
正
し
い
判
断
が
で
き
る
人
に
お
願
い
し

　   

た
い
。

《
お
も
な
賛
成
討
論
》

　
・
行
政
マ
ン
と
し
て
教
育
現
場
の
中
を
改
革
し
て
も
ら
い
、
そ
の
た
め
に
頑
張

　
　
っ
て
ほ
し
い
。

　
・
す
べ
て
の
自
治
体
で
首
長
が
教
育
長
を
任
命
す
る
。
そ
れ
で
出
て
き
た
教
育

　
　
長
が
最
高
の
人
事
で
あ
る
。

請
願
　
　
幼
稚
園
・
保
育
所
借
地
料
の
減
免
に
関
す
る
請
願

《
お
も
な
反
対
討
論
》

　
・
今
回
は
請
願
と
し
て
の
願
意
が
不
足
し
て
い
る
。
願
意
は
減
免
を
し
て
ほ
し

　
　
い
、
理
由
は
経
営
が
非
常
に
厳
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
議
員
間

　
　
で
も
不
審
に
思
う
の
は
２
つ
の
法
人
に
対
す
る
特
定
の
利
益
誘
導
に
繋
が
る

　
　
恐
れ
が
あ
る
。 

陳
情
な
ら
ば
受
け
る
が
、
請
願
は
受
け
ら
れ
な
い
。

　
・
特
定
の
個
人
や
団
体
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
議
員
が
働
き
か
け
て
い
る
。
直

　
　
ち
に
政
治
倫
理
委
員
会
を
開
い
て
ほ
し
い
。

《
お
も
な
賛
成
討
論
》

　
・
私
立
の
保
育
園
や
幼
稚
園
は
で
き
る
か
ぎ
り
経
費
を
削
減
し
、
大
変
努
力
し

　
　
て
い
る
。
子
育
て
支
援
に
一
生
懸
命
力
を
入
れ
て
い
る
私
立
の
幼
稚
園
・
保

　
　
育
所
に
と
っ
て
、
町
の
借
地
料
が
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
の
な
ら
、
少
し
で

　
　
も
減
免
し
て
は
ど
う
か
。
 

・
臨
海
公
園
に
水
族
館
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
よ
う
、
公
園
施
設
の
建
築
物
の
敷
地
面
積
に

　
対
す
る
割
合
を
上
げ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
離
の
た
め
の
増
設
用
Ｐ
Ｃ

購
入
に
伴
う
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
を
分
離
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
購
入

同
意

宇
多
津
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

宇
多
津
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

請
願
　

幼
稚
園
・
保
育
所
借
地
料
の
減
免
に
関
す
る
請
願

賛
成
多
数
で
同
意

全
会
一
致
で
同
意

賛
成
少
数
で
不
採
択
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同
意

請
願

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

　
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
開
催
し
、 

議
案
４
件
、
認
定
７
件
、
同
意

２
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
、
認
定
お
よ
び
同
意
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
決

算
認
定
を
継
続
審
査
と
し
、
請
願
は
否
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
９
月
２
日
、
５
日
に
行
わ
れ
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
　
第
３
回
定
例
会

（
２
億
６
０
３
８
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

お
も
な
内
容

平
成
28
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

宇
多
津
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
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・
コ
ミ
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ニ
テ
ィ
分
館
管
理
費  

（
３
１
３
万
円
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イ
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・
排
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設
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ア
コ
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替
え
、

    

消
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パ
イ
プ
椅
子
の
購
入
な
ど

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
事
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（
２
１
６
万
円
）

・
倉
の
前
「
陽
だ
ま
り
」
（
旧
さ
く
ら
茶
屋
）
維

　
持
管
理
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（
１
３
７
万
円
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・
私
立
保
育
所
費                

（
４
２
０
万
円
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私
立
保
育
所
４
園
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し
て
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入
退
出
シ
ス
テ
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監
視
カ
メ
ラ
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設
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農
地
管
理
費
（
１
３
０
万
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大
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地
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水
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単
独
新
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改
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６
５
０
万
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中
村
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上
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教
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》
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合
同
・
総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　宇多津町議会では、議会活性化の取り組みの一つとして、平成21年より
「議会報告会」を開催しています。
　町民の皆さまに議会活動を知って頂き、さらに皆さまのご意見をお聞きし
ます。平成27年度決算について簡単に説明した後、フリートークを行います。
今回は「水族館に期待すること」がテーマです。ぜひ、ふるってご参加ください。

第12回議会報告会を開催します第12回議会報告会を開催します

平成28年11月７日(月)　 PM７時～
坂下西コミュニティ分館・新浜コミュニティ分館
                                                （キッズプラザ隣り）

と　き
ところ

水族館建設のための条例改正町政を問う 子どもの未来応援

町債補正200万円の経緯

総務課

合同・総務建設常任委員会教育民生常任委員会
・道路・公園の雑草などの環境対策は
・ボランティア活動中のケガの補償は

・放課後児童クラブの夏休み対策は
・総合戦略の取り組みと進捗状況は

・緊急時の電話連絡体制は
・かかりつけ医の普及促進を

・イベントの危機管理は
・街区公園に照明灯を
・四国デスティネーションキャンペーン

・インフルエンザ予防接種の助成を
・臨海公園でのポケモンGOの対策

「請願」ってなあに？
「請願・陳情」は憲法で保障された国民の

権利の一つで、市政・町政に対する意見や

要望などを議会に提出できる制度です。

　一般的に「請願」には紹介議員が必要で、

受理されれば委員会に付託され審議されま

す。「陳情」には議員の紹介は必要ありま

せんが、多くの自治体では「請願」と同じ

ような扱いです。審議の結果、採択された

場合には、執行部（市長・町長）に提出さ

れ、その内容について誠実に処理されるこ

とが求められます。

・本町の財政硬直化の要因は
・自転車保険加入の啓発は

・特性のある包括ケアシステムを
・ヘルプマークの普及を

・自転車共同利用システムの導入は
・町内10代の投票状況は

（一般質問の件名）

西本　祐子

濵中　保夫

柴村　賢三

宮本　　隆

青木　義勝

藍川佳津樹

大黒　一也

井上　弘治

Q 　庁舎耐震工事に係る起債限度額
の上限を上げるのはなぜか。耐震
工事の途中に今回の補正で上限を
上げるが、今後もそのようなこと
はあるのか。 

A 　この先、起債限度額を上げるこ
とは考えていない。

社会保障税番号制度整備

住民生活課

Q 　国策である現在のマイナンバーの加入・
申込状況はどうなっているのか。

A 　1,200人強が申請を上げている。交付
は1,000人強で人口の割合にしては普及
率が低い。現在は、申請を上げて１か月で
町に届くようになった。国も広報活動に力
を入れているが、まだまだ浸透していな
い。

危機管理課

臨海公園の条例改正

地域整備課

Q 　なぜ今、都市公園条例の一部改正するの
か。

A 　地域の活性化の拠点になる水族館建設を
実現させるた
めに公園内に
建築物を建て
るための条例
改正が必要と
なった。

水族館予定地

子どもの未来応援
Q 　「子どもの未来応援交付金事業」
とは。

A 　今年度はひとり親世帯へのアンケ
ートを実施し「子どもの未来応援事
業計画」を策定する。

校務支援員補助金

学校教育課

保健福祉課

Q 　どのような経緯で県からの補助金
をもらうことになったのか。

A 　教員の負担軽減をはかる目的で、
校務支援員を配置する学校に補助金
が出る制度がモデル的に始まった。
中学校から要望があったため、県に
申請した。県内のモデル校は６校。

防災対策費
Q 　マンションで自主防災組織を立
ち上げているところは何か所ある
のか。今までに設置した消火器の
本数は。

A 　現在、マンションの住人で自主
防災組織を立ち上げているのは3
か所。そのマンションに設置した
い消火器の申し込みがあれば、町
の防災資機材補助金制度により支
援をする。

まんでがん体操
　体操の普及は進んでいるのか。
　現在12か所でこれから３か所増え
る予定。５人以上で町民が自主的に
毎週１回運動をするところにはおもり、
歌詞カードなどを貸し出す。

保健福祉課

（詳しくは14ページ）

無傷病世帯
Q 　保険事業費の無傷病世帯の年齢層は。
A

Q
A

　比較的若い世代が目立つが、年齢層
に極端な偏りはない。単身世帯が過半
数を占めている。
※無傷病世帯とは１年間、健康保険を使わ
　なかった世帯

保健福祉課

議会・ひとくちメモ
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　体操の普及は進んでいるのか。
　現在12か所でこれから３か所増え
る予定。５人以上で町民が自主的に
毎週１回運動をするところにはおもり、
歌詞カードなどを貸し出す。

保健福祉課

（詳しくは14ページ）

無傷病世帯
Q 　保険事業費の無傷病世帯の年齢層は。
A

Q
A

　比較的若い世代が目立つが、年齢層
に極端な偏りはない。単身世帯が過半
数を占めている。
※無傷病世帯とは１年間、健康保険を使わ
　なかった世帯

保健福祉課

議会・ひとくちメモ
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域
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備
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
本
町
も
電
動
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
10
台
を
導
入
す

る
よ
う
だ
が
、
現
段
階
で
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
自
転
車
共
同
利
用
シ
ス
テ

ム
と
は
町
内
各
所
に
設
置
し
た

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
自
由
に

自
転
車
を
利
用
し
任
意
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
自
転
車
を
返
却
す

る
こ
と
が
で
き
る
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
で
あ
る
。
本
町
の
よ
う
に

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
は
近
距
離

の
自
動
車
利
用
の
抑
制
を
促
し
、

CO2
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
町

の
活
性
化
や
回
遊
性
賑
わ
い
創

　
　
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
新

た
に
選
挙
権
を
得
た
、
町
内
の

18
、
19
歳
の
投
票
状
況
は
町
内

全
体
の
投
票
率
を
押
し
下
げ
て

は
い
な
い
の
か
。
18
、
19
歳
の

若
年
層
は
今
回
が
初
め
て
の
投

票
だ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
啓

自
転
車
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

本
年
度
か
ら
電
動
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
設
置
す
る
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

町
内
10
代
の
投
票
状
況
は

香
川
短
大
で
選
挙
制
度
の
講
演
会
を
実
施
し
た
／
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
の
取
り
ま
と
め

た
資
料
に
よ
れ
ば
、
全
国
的

に
は
平
成
27
年
11
月
１
日
時

点
で
は
77
都
市
が
こ
の
制
度

を
導
入
し
て
い
る
。
そ
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方

創
生
総
合
戦
略
の
施
策
の
実
　

現
に
向
け
て
の
事
業
と
し
て
、

　
電
動
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
　

設
置
を
本
年
度
か
ら
試
験
的
　

に
実
施
す
る
。
観
光
な
ど
で
　

来
町
さ
れ
た
方
へ
の
交
通
手
　

段
と
し
て
の
も
の
で
、
そ
の
　

利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
検
　

証
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
　

る
。

ち
無
人
で
の
管
理
運
営
と
い

う
ケ
ー
ス
は
全
体
の
約
29
％

を
占
め
、
最
近
は
無
人
管
理

方
式
を
導
入
し
て
い
る
割
合

が
増
加
を
し
て
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
本
町
の
18
、

19
歳
の
有
権
者
数
は
３
９
８
人

で
投
票
者
数
は
１
４
８
人
、
投

票
率
は
37
・
19
％
で
あ
っ
た
。

全
体
の
投
票
率
が
48
・
88
％
と

自転車共同利用システム 雑草が生い茂っている町道

出
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ぜ

ひ
導
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

発
活
動
を
行
っ
た
の
か
。

い
う
こ
と
か
ら
18
、
19
歳
の
投

票
結
果
に
よ
っ
て
、
若
干
だ
が

全
体
の
投
票
率
を
押
し
下
げ
て

い
る
現
実
が
見
て
取
れ
る
。
啓

発
活
動
と
し
て
は
、
香
川
短
期

大
学
に
お
い
て
４
月
の
新
入
生
、

在
学
生
に
対
す
る
オ
リ
エ
ン
テ

　
　
　
　
作
業
実
施
後
の
現
場

確
認
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
行
政
が
率
先
し
て
美
化
に

努
め
て
い
れ
ば
住
民
か
ら
の
苦

情
も
少
な
く
な
り
、
民
間
の
空

　
　
町
の
公
有
地
で
あ
る
公
園

や
空
地
の
雑
草
が
生
い
茂
り
、

道
路
沿
い
に
は
子
ど
も
の
背
丈

ほ
ど
の
雑
草
が
生
え
、
歩
行
者

や
車
の
通
行
に
支
障
が
出
て
い

る
。
ま
た
、
街
路
樹
の
枝
の
垂

れ
下
が
り
、
落
葉
・
植
樹
帯
の

不
整
備
・
不
法
投
棄
さ
れ
た
物

の
散
乱
、
特
に
川
東
地
域
な
ど

の
郊
外
地
域
に
そ
の
光
景
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
環
境
美
化

　
　
生
活
水
準
の
向
上
、
生
活

様
式
の
変
化
に
と
も
な
い
、
廃

棄
物
が
道
路
や
河
川
に
散
乱
し

て
お
り
、
次
第
に
快
適
な
生
活

環
境
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
・

地
域
で
の
清
掃
活
動
・
資
源
ゴ

道
路
・
公
園
の
雑
草
な
ど
の
環
境
対
策
は

計
画
的
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
／
地
域
整
備
課
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
ケ
ガ
の
補
償
は

全
国
町
村
会
の
賠
償
保
険
に
加
入
し
て
い
る
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
・

公
園
・
街
路
樹
・
植
樹
帯
な
ど

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
年
間

委
託
し
て
お
り
、
各
該
当
箇
所

ご
と
に
実
施
回
数
を
決
め
て
計

画
的
に
実
施
し
て
い
る
。
街
路

樹
な
ど
の
高
木
作
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
が

作
業
状
態
を
常
に
巡
回
し
て

確
認
し
て
い
る
。
今
後
、
巡

回
の
範
囲
な
ど
も
含
め
、
も

う
少
し
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

目
配
り
し
て
い
き
た
い
。

も
計
画
的
に
業
者
へ
発
注
し
て

い
る
。
特
に
、
イ
ベ
ン
ト
前
や

急
を
要
す
る
場
合
に
は
、
特
別

に
追
加
し
て
清
掃
な
ど
も
実
施

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ー

ン
作
戦
の
よ
う
な
単
発
の
行
事

に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
傷

害
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
年

間
事
業
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は

年
間
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
場
合
に
は
一
定
の
制
約

の
維
持
管
理
は
、
ど
の
よ
う
に

計
画
し
実
施
し
て
い
る
の
か
。

ミ
の
回
収
や
分
別
作
業
、
ま
た

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
多
く

の
町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
い
る
が
、
活
動
中

に
思
い
が
け
な
い
事
故
に
あ
っ

た
場
合
の
補
償
は
。

は
あ
る
が
全
国
町
村
会
総
合
賠

償
補
償
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
安
心
し
て
地
域
社

会
活
動
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
掛

金
と
補
償
内
容
を
考
慮
し
な
が

ら
努
力
し
て
い
く
。

柴村　賢三　議員宮本　隆　議員

地
な
ど
草
刈
り
の
協
力
が
得
や

す
く
な
る
と
思
う
が
。

ー
シ
ョ
ン
の
時
間
を
い
た
だ
き
、

選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ
な
ど
を

含
む
選
挙
制
度
の
講
演
会
を
実

施
し
た
。
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入
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
場
合
に
は
一
定
の
制
約

の
維
持
管
理
は
、
ど
の
よ
う
に

計
画
し
実
施
し
て
い
る
の
か
。

ミ
の
回
収
や
分
別
作
業
、
ま
た

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
多
く

の
町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
い
る
が
、
活
動
中

に
思
い
が
け
な
い
事
故
に
あ
っ

た
場
合
の
補
償
は
。

は
あ
る
が
全
国
町
村
会
総
合
賠

償
補
償
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
安
心
し
て
地
域
社

会
活
動
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
掛

金
と
補
償
内
容
を
考
慮
し
な
が

ら
努
力
し
て
い
く
。

柴村　賢三　議員宮本　隆　議員

地
な
ど
草
刈
り
の
協
力
が
得
や

す
く
な
る
と
思
う
が
。

ー
シ
ョ
ン
の
時
間
を
い
た
だ
き
、

選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ
な
ど
を

含
む
選
挙
制
度
の
講
演
会
を
実

施
し
た
。
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問問

合
田
教
育
長

合
田
教
育
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

問問

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

ヘルプマーク

　
　
　
　
長
期
休
業
時
の
開

館
時
間
は
条
例
に
な
く
、
細

則
で
教
育
長
が
決
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
筈
で
権
限
は

教
育
長
に
あ
る
。
ど
う
い
う

考
え
で
決
め
た
の
か
、
ま
た

話
は
聞
い
て
い
る
の
か
。
現

　
　
夏
休
み
中
、
育
成
ク
ラ
ブ

施
設
の
前
で
午
前
８
時
過
ぎ
に

子
ど
も
が
し
ゃ
が
み
こ
み
、
そ

ば
で
女
性
（
シ
ル
バ
ー
人
材
か

ら
派
遣
）
が
う
ち
わ
で
蚊
を
追

っ
て
い
る
姿
が
あ
っ
た
。
開
館

が
８
時
半
だ
が
、
保
護
者
の
仕

事
の
都
合
で
８
時
に
預
け
ざ
る

を
得
な
い
気
の
毒
な
状
況
。
住

民
目
線
を
う
た
う
町
行
政
に
し

て
は
冷
た
い
処
遇
で
は
な
い
か
。

　
　
１
問
目
の
質
問
は
女
性
の

労
働
環
境
整
備
に
も
か
か
わ
る

課
題
と
考
え
て
い
る
。
内
閣
府

・
厚
労
省
・
文
科
省
三
位
一
体

の
施
策
と
な
り
う
る
。
私
は
３

月
議
会
の
質
問
で
、
総
合
戦
略

の
中
の
女
性
活
躍
促
進
策
に
つ

放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
の
夏
休
み
対
策
は

開
所
日
や
時
間
は
教
育
長
が
決
定
す
る
／
教
育
長

総
合
戦
略
の
取
り
組
み
と
進
捗
状
況
は

女
性
の
参
画
、
子
育
て
支
援
策
を
推
進
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
調
査
で
は
坂

出
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
、

丸
亀
同
７
時
半
〜
同
７
時
、

綾
川
同
８
時
〜
同
６
時
、
多

度
津
同
８
時
半
〜
同
６
時
半

の
状
況
で
あ
っ
た
。
開
所
日
、

時
間
は
私
が
決
定
す
る
。
条

例
制
定
当
初
は
、
長
期
休
業

　
　
　
　
　
　
前
教
育
長
の

と
き
に
そ
う
な
っ
た
。
８
時

半
に
な
っ
た
の
は
、
保
護
者

よ
り
は
職
員
の
勤
務
時
間
を

優
先
し
て
決
め
た
の
で
は
な

い
か
。
昨
年
、
朝
８
時
く
ら

い
に
生
徒
が
十
数
名
い
る
こ

と
は
確
認
し
て
い
る
。
た
だ

し
現
場
は
見
て
い
な
い
。

開
所
は
な
か
っ
た
が
、
利
用

者
の
希
望
で
開
所
時
間
と
料

金
を
条
例
に
い
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
性

の
参
画
、
活
躍
促
進
の
具
体
策

と
し
て
、
子
育
て
行
動
推
進
事

業
、
キ
ラ
サ
ポ
宣
言
推
進
事
業

な
ど
の
制
度
や
助
成
の
内
容
を

広
く
周
知
し
て
い
く
。
企
業
や

雇
用
者
へ
の
職
場
環
境
や
待
遇

誰
が
こ
れ
を
決
め
た
の
か
、
近

隣
自
治
体
の
状
況
と
あ
わ
せ
て

伺
い
た
い
。

い
て
尋
ね
た
。
今
回
の
よ
う
な

事
例
が
出
て
き
た
機
会
に
聞
く

が
、
そ
の
後
、
こ
れ
に
つ
い
て

具
体
的
な
方
策
を
立
て
て
き
た

の
か
。
さ
ら
に
は
そ
の
他
総
合

戦
略
へ
の
取
り
組
み
の
進
捗
状

況
は
。

改
善
な
ど
を
来
年
度
か
ら
働
き

か
け
て
い
く
。
三
位
一
体
の
例

は
、
子
育
て
支
援
全
般
で
面
的

な
事
業
展
開
の
事
例
も
あ
り
、

縦
割
り
行
政
脱
却
が
徐
々
に
さ

れ
て
い
く
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

　
　
２
０
２
５
年
に
は
８
０
０

万
人
の
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を

迎
え
る
。
深
刻
な
超
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
と
し
て
、
医
療
・

介
護
・
介
護
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
５
つ
を

切
れ
目
の
な
い
一
体
化
し
た
支

援
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま

る
。
内
部
疾
患
障
が
い
者
が
手

助
け
を
求
め
て
い
て
も
、
一
見

し
て
一
般
人
に
は
分
か
り
に
く

い
。
手
助
け
を
必
要
と
す
る
障

が
い
者
の
意
思
表
示
に
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
や
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
あ

る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
全
世
界
か

特
性
の
あ
る
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

一
人
一
人
に
あ
っ
た
ケ
ア
を
推
進
す
る
／
保
健
福
祉
課
長

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
を

県
に
も
導
入
を
働
き
か
け
た
い
／
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
医
療
・
介
護
、
保
健
等
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
を
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
言
う
。
在

宅
で
の
医
療
や
介
護
の
充
実
を

図
る
た
め
、
介
護
予
防
や
認
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
は
、
援
助
や
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
で

は
わ
か
り
に
く
い
障
が
い
者
な

ど
が
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
る

と
聞
く
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
で
尊
厳
の
保
持
と
、
自
立

生
活
を
目
的
に
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
目
指
す
。
そ
の
事
業
概

要
と
本
町
の
取
り
組
み
は
。

ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
。
日
本

中
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
を
。

本
町
の
考
え
は
。

こ
と
を
知
ら
せ
て
援
助
を
受
け

や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
。
平

成
24
年
に
東
京
都
が
作
成
し
、

近
隣
で
は
岡
山
県
、
愛
媛
県
、

徳
島
県
で
採
用
さ
れ
、
急
速
に

全
国
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
障

が
い
者
へ
の
配
慮
と
し
て
有
効

な
方
法
で
あ
る
の
で
関
係
す
る

県
の
担
当
課
と
の
意
見
交
換
の

藍川  佳津樹　議員 青木　義勝　議員

症
対
策
と
し
て
、
ま
ん
で
が
ん

体
操
の
普
及
や
認
知
症
地
域
支

援
員
の
配
置
な
ど
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
一
人

一
人
の
ケ
ー
ス
に
あ
っ
た
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い

く
。

場
は
確
認
し
た
の
か
。

場
を
通
し
働
き
か
け
た
い
。

開館を待つ児童と付き添う女性
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育
長

浅
野
ま
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く
り
課
長
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瀬
保
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福
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長

一
般
質
問

一
般
質
問

高
瀬
保
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福
祉
課
長
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長
期
休
業
時
の
開

館
時
間
は
条
例
に
な
く
、
細

則
で
教
育
長
が
決
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
筈
で
権
限
は

教
育
長
に
あ
る
。
ど
う
い
う

考
え
で
決
め
た
の
か
、
ま
た

話
は
聞
い
て
い
る
の
か
。
現

　
　
夏
休
み
中
、
育
成
ク
ラ
ブ

施
設
の
前
で
午
前
８
時
過
ぎ
に

子
ど
も
が
し
ゃ
が
み
こ
み
、
そ

ば
で
女
性
（
シ
ル
バ
ー
人
材
か

ら
派
遣
）
が
う
ち
わ
で
蚊
を
追

っ
て
い
る
姿
が
あ
っ
た
。
開
館

が
８
時
半
だ
が
、
保
護
者
の
仕

事
の
都
合
で
８
時
に
預
け
ざ
る

を
得
な
い
気
の
毒
な
状
況
。
住

民
目
線
を
う
た
う
町
行
政
に
し

て
は
冷
た
い
処
遇
で
は
な
い
か
。

　
　
１
問
目
の
質
問
は
女
性
の

労
働
環
境
整
備
に
も
か
か
わ
る

課
題
と
考
え
て
い
る
。
内
閣
府

・
厚
労
省
・
文
科
省
三
位
一
体

の
施
策
と
な
り
う
る
。
私
は
３

月
議
会
の
質
問
で
、
総
合
戦
略

の
中
の
女
性
活
躍
促
進
策
に
つ

放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
の
夏
休
み
対
策
は

開
所
日
や
時
間
は
教
育
長
が
決
定
す
る
／
教
育
長

総
合
戦
略
の
取
り
組
み
と
進
捗
状
況
は

女
性
の
参
画
、
子
育
て
支
援
策
を
推
進
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
調
査
で
は
坂

出
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
、

丸
亀
同
７
時
半
〜
同
７
時
、

綾
川
同
８
時
〜
同
６
時
、
多

度
津
同
８
時
半
〜
同
６
時
半

の
状
況
で
あ
っ
た
。
開
所
日
、

時
間
は
私
が
決
定
す
る
。
条

例
制
定
当
初
は
、
長
期
休
業

　
　
　
　
　
　
前
教
育
長
の

と
き
に
そ
う
な
っ
た
。
８
時

半
に
な
っ
た
の
は
、
保
護
者

よ
り
は
職
員
の
勤
務
時
間
を

優
先
し
て
決
め
た
の
で
は
な

い
か
。
昨
年
、
朝
８
時
く
ら

い
に
生
徒
が
十
数
名
い
る
こ

と
は
確
認
し
て
い
る
。
た
だ

し
現
場
は
見
て
い
な
い
。

開
所
は
な
か
っ
た
が
、
利
用

者
の
希
望
で
開
所
時
間
と
料

金
を
条
例
に
い
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
性

の
参
画
、
活
躍
促
進
の
具
体
策

と
し
て
、
子
育
て
行
動
推
進
事

業
、
キ
ラ
サ
ポ
宣
言
推
進
事
業

な
ど
の
制
度
や
助
成
の
内
容
を

広
く
周
知
し
て
い
く
。
企
業
や

雇
用
者
へ
の
職
場
環
境
や
待
遇

誰
が
こ
れ
を
決
め
た
の
か
、
近

隣
自
治
体
の
状
況
と
あ
わ
せ
て

伺
い
た
い
。

い
て
尋
ね
た
。
今
回
の
よ
う
な

事
例
が
出
て
き
た
機
会
に
聞
く

が
、
そ
の
後
、
こ
れ
に
つ
い
て

具
体
的
な
方
策
を
立
て
て
き
た

の
か
。
さ
ら
に
は
そ
の
他
総
合

戦
略
へ
の
取
り
組
み
の
進
捗
状

況
は
。

改
善
な
ど
を
来
年
度
か
ら
働
き

か
け
て
い
く
。
三
位
一
体
の
例

は
、
子
育
て
支
援
全
般
で
面
的

な
事
業
展
開
の
事
例
も
あ
り
、

縦
割
り
行
政
脱
却
が
徐
々
に
さ

れ
て
い
く
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

　
　
２
０
２
５
年
に
は
８
０
０

万
人
の
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を

迎
え
る
。
深
刻
な
超
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
と
し
て
、
医
療
・

介
護
・
介
護
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
５
つ
を

切
れ
目
の
な
い
一
体
化
し
た
支

援
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま

る
。
内
部
疾
患
障
が
い
者
が
手

助
け
を
求
め
て
い
て
も
、
一
見

し
て
一
般
人
に
は
分
か
り
に
く

い
。
手
助
け
を
必
要
と
す
る
障

が
い
者
の
意
思
表
示
に
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
や
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
あ

る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
全
世
界
か

特
性
の
あ
る
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

一
人
一
人
に
あ
っ
た
ケ
ア
を
推
進
す
る
／
保
健
福
祉
課
長

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
を

県
に
も
導
入
を
働
き
か
け
た
い
／
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
医
療
・
介
護
、
保
健
等
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
を
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
言
う
。
在

宅
で
の
医
療
や
介
護
の
充
実
を

図
る
た
め
、
介
護
予
防
や
認
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
は
、
援
助
や
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
で

は
わ
か
り
に
く
い
障
が
い
者
な

ど
が
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
る

と
聞
く
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
で
尊
厳
の
保
持
と
、
自
立

生
活
を
目
的
に
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
目
指
す
。
そ
の
事
業
概

要
と
本
町
の
取
り
組
み
は
。

ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
。
日
本

中
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
を
。

本
町
の
考
え
は
。

こ
と
を
知
ら
せ
て
援
助
を
受
け

や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
。
平

成
24
年
に
東
京
都
が
作
成
し
、

近
隣
で
は
岡
山
県
、
愛
媛
県
、

徳
島
県
で
採
用
さ
れ
、
急
速
に

全
国
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
障

が
い
者
へ
の
配
慮
と
し
て
有
効

な
方
法
で
あ
る
の
で
関
係
す
る

県
の
担
当
課
と
の
意
見
交
換
の

藍川  佳津樹　議員 青木　義勝　議員

症
対
策
と
し
て
、
ま
ん
で
が
ん

体
操
の
普
及
や
認
知
症
地
域
支

援
員
の
配
置
な
ど
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
一
人

一
人
の
ケ
ー
ス
に
あ
っ
た
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い

く
。

場
は
確
認
し
た
の
か
。

場
を
通
し
働
き
か
け
た
い
。

開館を待つ児童と付き添う女性
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問問

山
下
総
務
課
長

中
村
住
民
生
活
課
長

問問

木
下
危
機
管
理
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

和
田
学
校
教
育
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

山
下
総
務
課
長

和
田
学
校
教
育
課
長

再
質
問

　
　
　
　
他
の
自
治
体
は
、

公
共
施
設
の
ス
リ
ム
化
や
再

編
成
と
箱
モ
ノ
の
維
持
費
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
教
育
機
関
の
取
り
組

み
は
。

　
　
主
要
な
指
標
の
１
つ
に
経

常
収
支
比
率
が
あ
る
。
こ
の
比

率
が
近
年
急
速
に
上
昇
し
て
い

る
。
財
政
指
導
で
は
府
県
で
80

％
、
市
町
村
が
75
％
程
度
を
良

し
と
し
て
い
る
。
本
町
は
平
成

24
年
度
79
・
3
％
、
25
年
度
81

・
６
％
、
26
年
度
84
・
４
％
で

あ
る
。
年
々
増
加
傾
向
で
あ
り

財
政
が
硬
直
化
し
て
い
る
。
財

政
硬
直
化
の
大
き
な
要
因
と
今

　
　
全
国
で
自
転
車
運
転
中
に

「
加
害
者
」
と
な
る
人
身
事
故

が
増
加
。
子
ど
も
が
高
額
の
賠

償
請
求
さ
れ
る
事
件
も
増
加
。

警
察
庁
は
自
転
車
と
歩
行
者
の

事
故
数
の
増
加
を
発
表
。
そ
の

損
害
賠
償
の
対
策
と
し
て
自
転

車
保
険
が
あ
る
。
こ
れ
を
条
例

で
義
務
化
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
こ
の
動
き
は
全
国
で
広

が
り
を
見
せ
て
お
り
、
本
町
で

も
行
政
、
教
育
機
関
か
ら
啓
発

本
町
の
財
政
硬
直
化
の
要
因
は

健
全
な
財
政
運
営
に
傾
注
す
る
／
総
務
課
長

自
転
車
保
険
加
入
の
啓
発
は

警
察
機
関
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
５
か
年

の
経
常
収
支
比
率
は
増
加
傾
向

で
あ
る
。
経
常
一
般
財
源
収
入

は
、
一
定
の
水
準
で
推
移
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
経
常
経
費
が

増
加
し
て
い
る
。
私
立
保
育
園

の
運
営
費
、
子
ど
も
医
療
な
ど

の
福
祉
医
療
及
び
障
が
い
者
の

自
立
支
援
な
ど
の
扶
助
費
、
電

　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
中
に

公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
関

す
る
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ

い
て
、
今
後
の
適
正
な
施
設
管

理
に
活
か
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
を

　
　
　
　
特
設
電
話
の
模
擬

訓
練
、
公
衆
電
話
場
所
の
周

知
を
す
る
と
と
も
に
、
特
設

電
話
の
設
置
箇
所
を
増
や
す

考
え
は
。
児
童
生
徒
へ
の
防

災
訓
練
教
育
を
積
極
的
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
こ
に

設
置
す
る
か
な
ど
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

と
協
議
す
る
。
公
衆
電
話
の

設
置
場
所
の
周
知
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

掲
載
し
て
い
る
が
、
周
知
が

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
中
学

校
で
年
間
計
画
の
も
と
、
防

災
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

算
シ
ス
テ
ム
や
各
検
診
事
業
費

な
ど
の
委
託
料
な
ど
が
増
加
し

て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
で
も

財
政
は
硬
直
傾
向
に
あ
る
。
歳

出
削
減
に
努
め
る
と
共
に
健
全

な
財
政
運
営
に
傾
注
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者

の
事
故
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。

平
成
27
年
の
改
正
道
路
交
通
法

に
よ
り
自
転
車
運
転
に
よ
る
危

険
を
防
止
す
る
た
め
の
講
習
会

に
関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
転
車
利
用

者
の
過
失
に
よ
る
高
額
な
賠
償

判
決
が
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
発

通勤通学に自転車を使う人は多い 

後
の
見
通
し
は
。

活
動
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
。

生
し
て
い
る
。
県
内
の
現
状
で

は
第
１
回
自
転
車
条
例
に
か
か

る
協
議
研
究
会
を
開
催
し
た
と

聞
い
て
お
り
注
視
し
て
い
き
た

い
。
啓
発
活
動
に
お
い
て
は
県
、

警
察
機
関
と
歩
調
を
合
わ
せ
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
大
災
害
が
起
こ
っ
た
際
、

公
衆
電
話
は
一
般
家
庭
や
事
務

所
の
電
話
回
線
よ
り
通
話
確
保

の
優
先
度
が
高
く
設
定
さ
れ
て

い
る
。
特
に
無
料
で
通
話
が
で

き
る
特
設
公
衆
電
話
は
、
住
民

に
と
っ
て
安
否
確
認
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
し
て
非
常
に
重
要
な

通
信
手
段
で
あ
る
。
本
町
で
も

４
か
所
の
避
難
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
安
心
し
て
使
え
る

　
　
２
０
２
５
年
を
目
標
と
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体

制
の
整
備
で
は
、
在
宅
医
療
の

中
心
的
役
割
を
担
う
、
か
か
り

つ
け
医
の
存
在
が
極
め
て
重
要
。

身
近
な
地
域
で
日
常
的
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
日
々
の

健
康
を
維
持
し
見
守
り
、
適
切

緊
急
時
の
電
話
連
絡
体
制
は

特
設
公
衆
電
話
の
設
置
場
所
を
周
知
す
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
時

に
お
け
る
通
信
手
段
の
確
保
を

目
的
と
し
た
特
設
公
衆
電
話
が

町
内
４
か
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
、

宇
多
津
北
小
学
校
、
宇
多
津
小

学
校
、
宇
多
津
中
学
校
）
の
指

定
避
難
所
に
設
置
し
て
い
る
こ

と
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
町
の

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
な
ど
に
よ
っ
て
広
く
広
報

し
て
い
き
た
い
。

か
か
り
つ
け
医
の
普
及
促
進
を

在
宅
医
療
の
大
切
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
／
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
が
続
け
ら
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

推
進
し
て
い
る
が
、
か
か
り
つ

け
医
は
そ
の
中
で
も
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
行
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。
今
年
度
中
に
は
町

内
の
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤

役場の公衆電話

通
信
手
段
で
あ
る
こ
と
を
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

な
医
療
機
関
を
紹
介
し
、
健
康

相
談
が
で
き
る
医
師
と
し
て
、

普
及
、
定
着
を
図
る
必
要
が
あ

る
が
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

状
態
を
作
り
出
す
た
め
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

師
、
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
対
象
に
、
在
宅
医
療
に

関
す
る
現
状
と
希
望
調
査
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
、

関
係
機
関
の
主
催
す
る
各
種
研

修
会
や
講
演
会
の
場
で
も
周
知

し
て
い
き
た
い
。

井上　弘治　議員 大黒　一也　議員

本
町
で
も
公
共
施
設
の
耐
震

化
や
維
持
費
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
。

事
故
か
ら
守
る
指
導
は
各
学
校

が
交
通
安
全
教
室
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
。
も
し
加
害
者
に
な

れ
ば
、
損
害
賠
償
は
保
護
者
が

支
払
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
県
民
の
意
識
改
革
と
し
て

県
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
な
ど
を

通
じ
保
護
者
に
自
転
車
保
険
の

加
入
に
つ
い
て
啓
発
し
て
い
き

た
い
。
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山
下
総
務
課
長

中
村
住
民
生
活
課
長

問問

木
下
危
機
管
理
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

和
田
学
校
教
育
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

山
下
総
務
課
長

和
田
学
校
教
育
課
長

再
質
問

　
　
　
　
他
の
自
治
体
は
、

公
共
施
設
の
ス
リ
ム
化
や
再

編
成
と
箱
モ
ノ
の
維
持
費
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
教
育
機
関
の
取
り
組

み
は
。

　
　
主
要
な
指
標
の
１
つ
に
経

常
収
支
比
率
が
あ
る
。
こ
の
比

率
が
近
年
急
速
に
上
昇
し
て
い

る
。
財
政
指
導
で
は
府
県
で
80

％
、
市
町
村
が
75
％
程
度
を
良

し
と
し
て
い
る
。
本
町
は
平
成

24
年
度
79
・
3
％
、
25
年
度
81

・
６
％
、
26
年
度
84
・
４
％
で

あ
る
。
年
々
増
加
傾
向
で
あ
り

財
政
が
硬
直
化
し
て
い
る
。
財

政
硬
直
化
の
大
き
な
要
因
と
今

　
　
全
国
で
自
転
車
運
転
中
に

「
加
害
者
」
と
な
る
人
身
事
故

が
増
加
。
子
ど
も
が
高
額
の
賠

償
請
求
さ
れ
る
事
件
も
増
加
。

警
察
庁
は
自
転
車
と
歩
行
者
の

事
故
数
の
増
加
を
発
表
。
そ
の

損
害
賠
償
の
対
策
と
し
て
自
転

車
保
険
が
あ
る
。
こ
れ
を
条
例

で
義
務
化
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
こ
の
動
き
は
全
国
で
広

が
り
を
見
せ
て
お
り
、
本
町
で

も
行
政
、
教
育
機
関
か
ら
啓
発

本
町
の
財
政
硬
直
化
の
要
因
は

健
全
な
財
政
運
営
に
傾
注
す
る
／
総
務
課
長

自
転
車
保
険
加
入
の
啓
発
は

警
察
機
関
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
５
か
年

の
経
常
収
支
比
率
は
増
加
傾
向

で
あ
る
。
経
常
一
般
財
源
収
入

は
、
一
定
の
水
準
で
推
移
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
経
常
経
費
が

増
加
し
て
い
る
。
私
立
保
育
園

の
運
営
費
、
子
ど
も
医
療
な
ど

の
福
祉
医
療
及
び
障
が
い
者
の

自
立
支
援
な
ど
の
扶
助
費
、
電

　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
中
に

公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
関

す
る
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ

い
て
、
今
後
の
適
正
な
施
設
管

理
に
活
か
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
を

　
　
　
　
特
設
電
話
の
模
擬

訓
練
、
公
衆
電
話
場
所
の
周

知
を
す
る
と
と
も
に
、
特
設

電
話
の
設
置
箇
所
を
増
や
す

考
え
は
。
児
童
生
徒
へ
の
防

災
訓
練
教
育
を
積
極
的
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
こ
に

設
置
す
る
か
な
ど
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

と
協
議
す
る
。
公
衆
電
話
の

設
置
場
所
の
周
知
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

掲
載
し
て
い
る
が
、
周
知
が

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
中
学

校
で
年
間
計
画
の
も
と
、
防

災
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

算
シ
ス
テ
ム
や
各
検
診
事
業
費

な
ど
の
委
託
料
な
ど
が
増
加
し

て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
で
も

財
政
は
硬
直
傾
向
に
あ
る
。
歳

出
削
減
に
努
め
る
と
共
に
健
全

な
財
政
運
営
に
傾
注
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者

の
事
故
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。

平
成
27
年
の
改
正
道
路
交
通
法

に
よ
り
自
転
車
運
転
に
よ
る
危

険
を
防
止
す
る
た
め
の
講
習
会

に
関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
転
車
利
用

者
の
過
失
に
よ
る
高
額
な
賠
償

判
決
が
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
発

通勤通学に自転車を使う人は多い 

後
の
見
通
し
は
。

活
動
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
。

生
し
て
い
る
。
県
内
の
現
状
で

は
第
１
回
自
転
車
条
例
に
か
か

る
協
議
研
究
会
を
開
催
し
た
と

聞
い
て
お
り
注
視
し
て
い
き
た

い
。
啓
発
活
動
に
お
い
て
は
県
、

警
察
機
関
と
歩
調
を
合
わ
せ
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
大
災
害
が
起
こ
っ
た
際
、

公
衆
電
話
は
一
般
家
庭
や
事
務

所
の
電
話
回
線
よ
り
通
話
確
保

の
優
先
度
が
高
く
設
定
さ
れ
て

い
る
。
特
に
無
料
で
通
話
が
で

き
る
特
設
公
衆
電
話
は
、
住
民

に
と
っ
て
安
否
確
認
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
し
て
非
常
に
重
要
な

通
信
手
段
で
あ
る
。
本
町
で
も

４
か
所
の
避
難
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
安
心
し
て
使
え
る

　
　
２
０
２
５
年
を
目
標
と
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体

制
の
整
備
で
は
、
在
宅
医
療
の

中
心
的
役
割
を
担
う
、
か
か
り

つ
け
医
の
存
在
が
極
め
て
重
要
。

身
近
な
地
域
で
日
常
的
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
日
々
の

健
康
を
維
持
し
見
守
り
、
適
切

緊
急
時
の
電
話
連
絡
体
制
は

特
設
公
衆
電
話
の
設
置
場
所
を
周
知
す
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
時

に
お
け
る
通
信
手
段
の
確
保
を

目
的
と
し
た
特
設
公
衆
電
話
が

町
内
４
か
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
、

宇
多
津
北
小
学
校
、
宇
多
津
小

学
校
、
宇
多
津
中
学
校
）
の
指

定
避
難
所
に
設
置
し
て
い
る
こ

と
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
町
の

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
な
ど
に
よ
っ
て
広
く
広
報

し
て
い
き
た
い
。

か
か
り
つ
け
医
の
普
及
促
進
を

在
宅
医
療
の
大
切
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
／
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
が
続
け
ら
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

推
進
し
て
い
る
が
、
か
か
り
つ

け
医
は
そ
の
中
で
も
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
行
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。
今
年
度
中
に
は
町

内
の
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤

役場の公衆電話

通
信
手
段
で
あ
る
こ
と
を
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

な
医
療
機
関
を
紹
介
し
、
健
康

相
談
が
で
き
る
医
師
と
し
て
、

普
及
、
定
着
を
図
る
必
要
が
あ

る
が
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

状
態
を
作
り
出
す
た
め
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

師
、
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
対
象
に
、
在
宅
医
療
に

関
す
る
現
状
と
希
望
調
査
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
、

関
係
機
関
の
主
催
す
る
各
種
研

修
会
や
講
演
会
の
場
で
も
周
知

し
て
い
き
た
い
。

井上　弘治　議員 大黒　一也　議員

本
町
で
も
公
共
施
設
の
耐
震

化
や
維
持
費
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
。

事
故
か
ら
守
る
指
導
は
各
学
校

が
交
通
安
全
教
室
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
。
も
し
加
害
者
に
な

れ
ば
、
損
害
賠
償
は
保
護
者
が

支
払
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
県
民
の
意
識
改
革
と
し
て

県
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
な
ど
を

通
じ
保
護
者
に
自
転
車
保
険
の

加
入
に
つ
い
て
啓
発
し
て
い
き

た
い
。
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野
ま
ち
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く
り
課
長

一
般
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問
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般
質
問

松
井
地
域
整
備
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

再
質
問

問

松
井
地
域
整
備
課
長

和
田
学
校
教
育
課
長

　
　
今
年
３
月
定
例
会
で
同
僚

議
員
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

助
成
を
質
問
し
た
。
担
当
課
長

の
答
弁
は
、
高
齢
者
に
助
成
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
に
は
助
成

し
て
い
な
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
発
病
後
５
日
が
経
過
し
、 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を

予
防
が
必
要
な
も
の
は
他
に
も
あ
り
検
討
し
て
い
く
／
健
康
増
進
課
長

　
　
　
　
坂
出
市
で
は
す
で

に
職
員
研
修
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
た
が
、
本
町
で
は
ど

う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
れ
ば
出
席
停

止
に
な
る
た
め
、
接
種
に
よ
り

感
染
な
ど
の
予
防
を
図
る
こ
と

は
学
校
生
活
に
有
効
あ
る
と
思

う
。
一
方
、
制
度
化
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、

か
つ
解
熱
後
２
日
が
経
過
す
る

ま
で
出
席
停
止
。
ま
ず
は
中
学

校
３
年
生
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
始
め
て

は
ど
う
か
。

　
　
本
町
で
は
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
危
機
管
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
何

か
と
「
お
も
て
な
し
」
が
優
先

さ
れ
、
危
機
管
理
は
後
回
し
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト

の
多
い
本
町
こ
そ
「
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」

（
緊
急
時
総
合
調
整
シ
ス
テ

ム
）
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、

　
　
町
内
に
は
街
区
公
園
が
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
夜
は
真
っ
暗

な
と
こ
ろ
が
多
い
。
隣
接
す
る

遊
歩
道
を
通
る
人
は
い
る
が
、

公
園
内
は
暗
い
た
め
、
横
切
る

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
特
に

冬
場
は
夕
方
５
時
頃
で
も
薄
暗

イ
ベ
ン
ト
の
危
機
管
理
は

イ
ベ
ン
ト
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち

づ
く
り
課
が
主
催
の
収
穫
祭

な
ど
で
は
、
事
前
に
交
通
規

制
や
安
全
な
食
品
提
供
を
は

じ
め
と
す
る
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
警
察
・
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
る
。
ま
た
町
内
の

医
療
機
関
と
連
携
し
て
救
護
所

を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
時
は
不
審
者
な
ど
の
情
報

提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

街
区
公
園
に
照
明
灯
を

児
童
公
園
に
は
照
明
灯
は
必
要
な
い
／
地
域
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
象
の

公
園
は
街
区
公
園
で
は
あ
る
が
、

元
々
児
童
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
た
。
従
っ
て
暗
く
な
っ
て
か

ら
遊
ぶ
環
境
を
作
ら
な
い
た
め

に
も
、
あ
え
て
照
明
灯
は
設
置

し
な
い
。

夜はトイレだけが不気味に明るい公園

職
員
研
修
や
関
係
者
の
事
前
の

打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

く
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
中

で
遊
ん
で
い
る
。
公
園
は
災

害
時
に
は
近
隣
住
民
の
避
難

場
所
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

五
番
丁
、
六
番
丁
、
九
番
丁

の
公
園
に
照
明
灯
の
設
置
を

し
て
は
ど
う
か
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
緊
急
時
総
合
調
整

シ
ス
テ
ム
）
と
は
、
災
害
や
事
件

・
事
故
の
現
場
で
指
揮
系
統
な
ど

を
共
有
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
イ

ベ
ン
ト
の
よ
う
な
非
日
常
も
災
害

と
考
え
、
迅
速
で
効
果
的
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

濵中　保夫　議員 西本　祐子　議員

　
　
　
　
　
　
　
　
危
機
管

理
課
と
し
て
は
あ
ま
り
携
わ

っ
て
こ
な
か
っ
た
。
年
２
回

の
防
災
講
演
会
な
ど
に
、
今

後
は
イ
ベ
ン
ト
の
危
機
管
理

体
制
の
強
化
に
つ
い
て
も
情

報
を
集
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
臨
海
公
園
で
の
補

導
は
。

　
　
大
震
災
や
地
震
で
被
災
し

た
四
県
が
観
光
誘
致
に
ポ
ケ
モ

ン
Ｇ
Ｏ
を
活
用
す
る
そ
う
だ
。

宇
多
津
臨
海
公
園
に
は
ポ
ケ
ス

ト
ッ
プ
、
ジ
ム
が
あ
り
賑
わ
い

を
超
え
大
変
な
事
に
な
っ
て
い

る
。
ゴ
ミ
な
ど
が
散
乱
し
、
美

観
が
損
な
わ
れ
、
夜
間
の
駐
車

場
は
、
22
時
か
ら
７
時
間
で
施

錠
し
て
い
る
。
そ
の
時
間
帯
は
、

臨
海
公
園
で
の
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
の
対
策

公
園
内
に
注
意
看
板
を
設
置
し
て
い
る
／
地
域
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
な

ど
の
問
題
は
、
海
ホ
タ
ル
職
員

や
臨
時
職
員
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
一
時
的
に
派
遣

し
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
臨
海

公
園
内
に
注
意
看
板
を
３
か
所

設
置
し
た
。
駐
車
場
も
満
杯
状

態
で
あ
る
。
西
側
駐
車
場
は
毎

日
夜
間
閉
鎖
し
、
東
側
駐
車
場

は
、
週
末
及
び
祝
日
前
夜
等
々

を
夜
間
閉
鎖
し
て
い
る
。
路
上

駐
車
に
関
し
て
は
、
今
後
も
今

の
状
態
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば

警
察
と
協
議
を
行
い
た
い
。

路
上
駐
車
も
増
え
て
い
る
。今

や
れ
る
対
策
や
対
応
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
導
員

は
17
班
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

声
か
け
や
補
導
に
つ
い
て
は
聞

い
て
い
な
い
。

お
た
ふ
く
風
邪
、
ポ
リ
オ
の
追

加
接
種
な
ど
、
他
に
も
検
討
す

る
も
の
が
あ
る
。

　
も
う
少
し
動
向
を
見
守
り
、

予
防
接
種
全
般
に
つ
い
て
制
度

の
あ
り
方
な
ど
今
し
ば
ら
く
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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設
置

し
な
い
。

夜はトイレだけが不気味に明るい公園

職
員
研
修
や
関
係
者
の
事
前
の

打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

く
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
中

で
遊
ん
で
い
る
。
公
園
は
災

害
時
に
は
近
隣
住
民
の
避
難

場
所
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

五
番
丁
、
六
番
丁
、
九
番
丁

の
公
園
に
照
明
灯
の
設
置
を

し
て
は
ど
う
か
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
緊
急
時
総
合
調
整

シ
ス
テ
ム
）
と
は
、
災
害
や
事
件

・
事
故
の
現
場
で
指
揮
系
統
な
ど

を
共
有
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
イ

ベ
ン
ト
の
よ
う
な
非
日
常
も
災
害

と
考
え
、
迅
速
で
効
果
的
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

濵中　保夫　議員 西本　祐子　議員

　
　
　
　
　
　
　
　
危
機
管

理
課
と
し
て
は
あ
ま
り
携
わ

っ
て
こ
な
か
っ
た
。
年
２
回

の
防
災
講
演
会
な
ど
に
、
今

後
は
イ
ベ
ン
ト
の
危
機
管
理

体
制
の
強
化
に
つ
い
て
も
情

報
を
集
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
臨
海
公
園
で
の
補

導
は
。

　
　
大
震
災
や
地
震
で
被
災
し

た
四
県
が
観
光
誘
致
に
ポ
ケ
モ

ン
Ｇ
Ｏ
を
活
用
す
る
そ
う
だ
。

宇
多
津
臨
海
公
園
に
は
ポ
ケ
ス

ト
ッ
プ
、
ジ
ム
が
あ
り
賑
わ
い

を
超
え
大
変
な
事
に
な
っ
て
い

る
。
ゴ
ミ
な
ど
が
散
乱
し
、
美

観
が
損
な
わ
れ
、
夜
間
の
駐
車

場
は
、
22
時
か
ら
７
時
間
で
施

錠
し
て
い
る
。
そ
の
時
間
帯
は
、

臨
海
公
園
で
の
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
の
対
策

公
園
内
に
注
意
看
板
を
設
置
し
て
い
る
／
地
域
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
な

ど
の
問
題
は
、
海
ホ
タ
ル
職
員

や
臨
時
職
員
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
一
時
的
に
派
遣

し
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
臨
海

公
園
内
に
注
意
看
板
を
３
か
所

設
置
し
た
。
駐
車
場
も
満
杯
状

態
で
あ
る
。
西
側
駐
車
場
は
毎

日
夜
間
閉
鎖
し
、
東
側
駐
車
場

は
、
週
末
及
び
祝
日
前
夜
等
々

を
夜
間
閉
鎖
し
て
い
る
。
路
上

駐
車
に
関
し
て
は
、
今
後
も
今

の
状
態
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば

警
察
と
協
議
を
行
い
た
い
。

路
上
駐
車
も
増
え
て
い
る
。今

や
れ
る
対
策
や
対
応
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
導
員

は
17
班
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

声
か
け
や
補
導
に
つ
い
て
は
聞

い
て
い
な
い
。

お
た
ふ
く
風
邪
、
ポ
リ
オ
の
追

加
接
種
な
ど
、
他
に
も
検
討
す

る
も
の
が
あ
る
。

　
も
う
少
し
動
向
を
見
守
り
、

予
防
接
種
全
般
に
つ
い
て
制
度

の
あ
り
方
な
ど
今
し
ば
ら
く
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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追
跡
調
査

香
短
生
と
の
意
見
交
換
会

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

追跡調査追跡調査

『まんでがん体操』『まんでがん体操』
　町ではさまざまな介護予防教室を開催していますが、以前から「歩いて行ける身近なとこ
ろにない」という声が上がっていました。そこで、高知の『いきいき百歳体操』を参考に、
楽しく簡単にできる『まんでがん体操』を考案しました。まずは、介護予防教室参加者やサ
ポーター、民生委員、老人クラブなどに体操を知ってもらい、関心がある団体へは出向いて
プレゼンテーションを行いました。その後、住民主体で週１回以上の開催を条件として『お
もり』や音楽CD、歌詞カードなどを無料で貸し出し、体力測定や４回の体操指導をしています。
　昨年11月から新都市のマンションや自治会で広がり、今年３月には６か所で118人の登
録でしたが、９月現在では12か所で210人が登
録しています。
　楽しく歌いながら体操し、その効果を体感して
いる参加者の声が口コミで広がっています。初め
は介護予防の体操を目的に集まった人たちが体操
後に茶話会を開くなど、新たなコミュニケーショ
ンの場としても活用されています。 おもりを手や足に付け替えて、

童謡を歌いながら楽しく運動

町の印象は？
・店が多くコンパクトで
　便利。
・イベントが多く賑やか
　である。
・交通マナーや治安が悪
　い所がある。

　選挙権が18歳以上になったことや若者の率直な意見を聴くため、町内にある短大の学生
との意見交換会を10月4日に行いました。子ども学科、生活文化学科などの学生10名（下
宿を含む町内在住は5名）と議員10名が参加しました。本町は便利で住みやすいという印
象でしたが、住み続けたいとまではいかないようでした。もっと若者が住みたくなるまちづ
くりを目指していかなければという思いを強くしました。
主な意見交換内容

応援しょうでぇ
～！うたづっ子

陸上クラブでの練習

全国大会で戦う小山さん（右）　

ジャベリックボール

府中湖でのカヌー練習

柔道60kg級
香川県中学校総体優勝
四国大会優勝
全国大会出場
　宇多津中学校３年

　小学１年から友達と一緒に柔道を始めました。
試合時に「負ける」悔しさを学び、それからは
人よりたくさん練習する事を心掛けるようにし
ました。これからも全国大会で活躍できるよう
に先生の指導を受けながら１日１日を積み重ね
て努力をしていきたいです。

どのような施設などが有れば
いいですか？
・バスケットボール場
・品数の多い衣料品店
・大きなゲームセンター

魅力ある町に必要なことは？
・観光スポットをつくる。
・恋人の聖地を活用する。

小山　翔大さん
　小山さんは宇多津体協柔道部所属。ここでは
幼児から高校生までが週３回、夜に宇多津デュ
アルスポーツセンター２Ｆで練習しています。
ＯＢでは元全日本選手の元谷先輩を始め全国、
県大会で多くの選手が活躍しています。全国大
会では前日からの猛暑で体調を崩し、思うよう
な動きができなかったそうです。
　今後の小山さんに乞うご期待。

しょう た

少年少女カヌー

全国大会３位

　宇多津北小学校６年

岡﨑　凜子さん
　カヌーを始めたのは７歳上のお姉さんがやって
いて勧められたからで、実は水泳を始めスポーツ
はあまり得意ではないとのこと。練習は毎週土日
に府中湖で行っていて、水の上をスーッと進むの
が楽しいと言います。　　
　山梨での全国大会では水が澄んでいて抵抗が少
なかった反面、波があってまっすぐ漕ぐのに苦労
したそうです。秋にはOHK杯が府中湖で開催され、
「西日本各地から有力選手が集まるので、好成績
を残したい」と目を輝かせていました。

あ     みりり   こ

ジャベリックボール投げ
香川県大会優勝
全国大会出場
　宇多津北小学校６年

齋田　愛実さん
　高松のソフトボールチームに所属している齋田
さんは、もともとボールを投げるのは得意。ジャ
ベリックボール投げは陸上の先生に勧められて始
めたのだとか。今は週４回放課後の陸上クラブで
練習しています。　
　全国大会の日は雨が降っていてコンディション
は悪かったそうですが、会場の広さに驚いたと言
います。中学生になってもソフトボールは続けた
いとのこと。
　「秋の陸上大会では新記録を狙っている」と意
気込みを語ってくれました。

やり投げの普及のために考案された
競技。投げた距離を競う。

投票に行きましたか？
投票した（４名）
・候補者をインターネット
　で調べた。
・家族を誘った。
・雰囲気を見たかった。

町民とどういう場所で
どんな交流をしたいですか？
・場所は役場や駅前がいいが、
　特定はしない。
・奉仕活動
・お年寄りに昔の遊びを教わる。
・中学生とのイベント
・料理教室
・親世代の人との交流。

香川短期大学生との意見交換会
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第61号 　

宇
多
津
町
婦
人
会
員
の
総
数
は
現
在
５
６
３
人
で
す
。
各
町
内
32
地

区
か
ら
代
表
の
支
部
長
が
集
ま
り
、
毎
月
第
２
月
曜
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室
で
定
例
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
活
動
の

原
点
は
、
こ
の
会
合
に
あ
り
ま
す
。

　
５
月
に
は
「
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
」
を
作
り
、
各
家
庭
へ
毎
年
配
布
し
て

大
変
喜
ば
れ
、
家
の
中
か
ら
ゴ
キ
ブ
リ
が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
声
も

聞
き
ま
す
。
ま
た
年
３
回
、
支
部
長
全
員
で
、
中
央
公
園
や
臨
海
公
園

　
11
月
は
国
民
の
祝
日
が
２
日
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
３
日
の
文
化
の

日
で
す
。
こ
の
日
は
も
と
も
と

１
９
４
６
年
に
日
本
国
憲
法
が
公

布
さ
れ
た
日
で
、
そ
の
憲
法
が
平

和
と
文
化
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

か
ら
文
化
の
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
は
23
日
の
勤
労
感
謝
の
日
で
、

働
い
て
い
る
全
て
の
人
に
感
謝
を

す
る
日
で
す
。
普
段
、
衣
食
住
や

何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る
生
活
の

中
で
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
守
り

支
え
て
く
れ
て
い
る
多
く
の
ヒ
ー

ロ
ー
が
い
る
こ
と
を
、
少
し
で
も

思
い
出
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。
身
近
な
人
に
感
謝
の
気

持
ち
を
言
葉
や
手
紙
で
伝
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
黒 

一
也
）

香川県宇多津町

　
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
と
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
や
ト
ー

ン
チ
ャ
イ
ム
と
い
う
楽
器
を

使
っ
て
演
奏
す
る
活
動
を
始

め
て
27
年
に
な
り
ま
し
た
。

清掃活動のようす

真剣に練習する子どもたち

敬老会で出迎える
婦人会員

キ
ラ
キ
ラ
・
Ｈ 

a 

p 

p 

y 

・
ベ
ル

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ま
の
声

キラキラ・Happy・ベル指導
國友　浩子さん

町政を問う（一般質問）
「 祝  全国大会出場」

元気ななかま「宇多津町婦人会」
みなさまの声 「キラキラ・Happy・ベル」

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

16

16

15
6

太鼓台がやって来た！
（中央保育所・宇多津小・宇多津北小）
太鼓台がやって来た！
（中央保育所・宇多津小・宇多津北小）

の
清
掃
作
業
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
地
域
交
流
に
お
い
て
は
、
「
歩
天
」
で

う
ど
ん
や
寿
司
を
販
売
し
「
お
い
し
い
、

う
ま
い
」
と
喜
ば
れ
、
皆
様
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
の
「
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
」
の
行

事
で
は
、
西
光
寺
で
「
ひ
な
茶
会
」
を
開

催
し
、
地
域
交
流
と
し
て
香
川
短
期
大
学

の
学
生
さ
ん
10
名
に
お
抹
茶
の
お
接
待
や

お
手
前
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
茶
席
は
華
や
か
な
雰
囲
気
で
お
客
様
か

ら
も
好
評
で
す
。

　
さ
ら
に
、
毎
年
９
月
に
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う

た
づ
で
町
主
催
の
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
年
も
婦
人
会
員
が
協
力
と
と
も

に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
員
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
若
い
方
の
ご
入
会
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
祭
り
や
福
祉
施
設
、
老
人
施
設
の
慰
問
、
い
ろ
い

ろ
な
会
や
各
種
記
念
行
事
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、

ク
リ
ス
マ
ス
行
事
の
点
灯
式
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
、
場
面
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
演
奏
し
て
き
ま
し
た
。

町
内
だ
け
で
な
く
、
町
外
の
祭
典
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
協
力
や
応
援
の
お
か
げ
で
、
毎

年
目
標
を
持
っ
て
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
が
参
加
す
る
の
で
、
毎
年
メ
ン

バ
ー
が
変
わ
り
ま
す
。
演
奏
技
術
の
向
上
も
大
切
で
す
が
、

異
学
年
の
友
だ
ち
同
士
で
思
い
や
る
心
が
育
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
、
自
分
で

考
え
、
努
力
し
、
行
動

す
る
こ
と
で
、
自
信
を

持
っ
て
笑
顔
で
演
奏
出

来
て
い
ま
す
。
癒
さ
れ

る
音
色
に
耳
を
傾
け
て
、

暖
か
い
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。


